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和歌山県新宮市は紀伊半島南端近くにある

港町です。平安時代から、天皇上皇達が京都か

ら徒歩で山越えをし、熊野三山詣でに訪れる所

でもあり、良港に恵まれ材木、備長炭をはじめ

多くの物資の輸送、人の移動にも活用され、ア

ジア各地との交流もある解放的で文化の栄えた

地でした。そんな所にも被差別部落への根強い

差別はあり、悲惨な生活を強いられている方々

もいました。 

1910 年に起きた「大逆事件」によって、新宮

から 6 名が連座され、2 名が死刑、4 名が無期懲

役に処されました。この事件は幸徳秋水を首謀

者として天皇暗殺計画があるとした国家の捏造

事件で、国の進める政策と異る意見を述べる社

会主義者への思想弾圧でした。 

1889 年に発布された大日本帝国憲法は、国民

は天皇の臣民、人権は天皇から下賜されるもの

と位置づけられ、国民は天皇のために死ぬ事は

当然の事でした。国体維持の為と政府は、低賃

金での重労働、重税を課し、国民は疲弊するば

かりでした。国民皆兵と納税義務を課すなら、

発言の権利は国民にもあり、社会の主権は国民

にあるとする自由民権家の主張は社会主義思想

となり広がって行きました。日露戦争の頃には

増税、物価高に民衆の不満、不安が高まり労働

者の暴動も起こっていました。 同じ頃、新宮で

は、刑死した医師大石誠之助が、留学して実感

した自由、平等の精神で無請求主義の医院を開

設、被差別部落への往診、自宅前に開いた太平

洋食堂では自由な新聞の閲覧、ただ飯の日を設

けるなどしていました。また、医師の立場から

人命を奪い合う戦争は害悪であり、国家や資本

家の為に日露の労働者が殺しあう必要はないと

の非戦の意見を各地の新聞に投稿していました。

大石の社会主義は目の前の飢えた母子を救う事、

財政制度の欠陥により生じる民衆の苦難を除去

する必要性を世に広めることでした。 句会で出

会った真宗大谷派浄泉寺の住職、高木顕明(大逆

罪で起訴され、無期の判決後、すぐに宗門から

永久追放され、失意の内に自死)は、仏教は即ち

人を救うためのものであるとし非戦の立場をと

っていました。寺の門徒中三分の二が被差別部

落の人たちであり、自身の差別意識に苦しんだ

後、阿弥陀仏には平等の救済、平等の幸福、平

和、安穏があると悟り部落、炭鉱への布教を行

っていました。大石の兄が立ち上げたキリスト

教会で起きた差別事件をきっかけに大石と虚心

会を作り、部落内外の有志が自由に話の出来る

談話会を作ったり、キリスト教会沖野も交え廃

娼運動にも取り組み、人権を宗教者の立場から

訴え続けました。社会主義者は政治より宗教に

関係が深いと考えると述べ、高木は自身の事を

自分は仏教徒でありかつ社会主義者と公言して

います。 

大石は 1903 年に発表された幸徳秋水の「社

会主義神髄」、また主張している非戦の訴え等か

ら、自身の考えとの共通性を知り、上京して面

談し、以後交流を持つようになります。幸徳は

自由民権運動家のバイブルともなるルソーの

「社会契約論」を日本に紹介した中江兆民の弟

子で、物の考え方、文章の書き方を学び、権力

者の愚かしさをよく理解していました。当代随 

一の名文家の名は幸徳に受け継がれ、足尾銅山

鉱毒事件に係わっていた田中正造は、天皇への
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直訴状を幸徳に依頼して描いて貰っています。

名文に酔わされ、自分勝手な解釈で過激思想に

は走る者も出て来ましたが、極端な貧富の差、

格差の問題は少数の資本家と多数の労働者の利

益の対立にあるとし、貧乏人の利益の為に金持

ちの利益を犠牲にする民衆政治を要求、無政府

主義者の様に暴力的手段は取らない、暗殺など

の手段は用いない、人々の思想を自然に改良す

るというのが幸徳の文筆家としての主張でした。 

元老山県有朋等の政府は、国是である海外派

兵に反対し世の不安を高めているのは社会主義

者と決めつけ、1904 年社会主義者への見解を発

表、刑法 73 条に、皇族に危害を加えた者、又は

加えようとした者は死刑に処するという、未来

形で書かれた条項を設けました。1907 年米国で

貼り出された「日本皇帝睦仁君に与ふ」という

ビラに震え上がった政府は、その後に起こるい

くつかの事件を絡め、幸徳を中心に天皇暗殺計

画が謀議されているとの事件を捏造し、1910 年

「大逆事件」が始まります。土佐で病気療養を

していた幸徳が新宮の大石宅に半月程滞在し、

高木等とも交流を持った事が、暗殺計画の謀議

の為とされ、その場に同席していた多くの人が

起訴されたのでした。身に覚えの無いまま逮捕、

起訴された 26 名は、意見を述べる機会も与えら

れない内に判決を言い渡され、24 名に死刑判決、

12 名は無期懲役となりましたが、12 名は判決か

ら 1 週もしないうちに、刑が執行されました。

女性の地位向上の為に発言し続けていた菅野須

賀子も死刑に処されました。裁判は一審のみ、

非公開で行われた不当裁判そのものでした。 

非戦、平等、人権尊重を求めた先駆的活動が

国策遂行に都合が悪いという事で葬り去られま

した。犠牲になった親族達は、逆徒の一族とし

てその後、差別を受け続けました。再審請求の

運動が推進されましたが、最高裁は免訴の判決

を下し、国は事件の過ちを認めていません。 

2017 年に公布された「共謀罪」も犯罪が発生

する前から人を逮捕出来るというもので、国の

意に沿わない表現の自由や意見の表明、意見交

換に対する抑圧で、全く民主主義に反するもの

と言わざるを得ません。 

「大逆事件」が再来する事の無いように、自由、

平等、平和、人権尊重を希求し続ける大切さを

思います。

 

 

 

 

ご縁とは不思議なものです。人生の中でいくつもの

巡り合わせを経験し、その中には試練と思えるものも

たくさんありました。 

HIVに感染していることが分かった当時も、自分に

課せられた試練、もしくは何かの罰なのかと感じたこ

とを思い出します。特に未だに社会的にネガティブに

捉えられている HIV/エイズという病気は、病気そのも

のよりもそれに対する無理解から来る差別・偏見の方

が、より深刻な感情を当事者に与えます。 

自責の念もあり、他者に対して負い目を持つことも

少なくありません。私自身、最初から肯定的に受け入

れた訳ではありませんでした。最初は他人ごとのよう

に捉えて衝撃を回避し、何ごともなかったかのように

振る舞いました。医療者の指示に従い、服薬を始め、

世界エイズデー礼拝メッセー

ジ 日本 HIV 陽性者ネットワーク 

ジャンププラス・スピーカー 加藤力也 

人権委員会では、世界エイズデー（12 月１日）の近い日に、キリスト教の他教派と協力し、「世

界 AIDS・DAY 礼拝」を捧げています。昨年は 25 回目で、神田キリスト教会で、HIV そして AIDS

のかたがたと「ともに生きる」というテーマを掲げ、あらゆる立場の人々が祈りを合わせるときを

持ちました。礼拝の中で、HIV 陽性の方からメッセージをいただきました。要約を寄稿いただきま

したので、以下に掲載いたします。  
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模範的な患者になろうとしていました。気持ちを置き

去りにしたまま過ごした数年間を思うと、今はとても

胸が痛みます。 

自分ごとにし切れないのに、HIV に感染したことを

友人らに打ち明け回っていたのもこの頃のことです。

周囲の人に打ち明けることで、罰を共有したいと考え

ていた側面もあったかも知れません。それを受け取る

相手の気持ちを慮る余裕がなかったのでしょう。自分

を認めてもらうためには、この病気のことを受け入れ

てもらうことが絶対条件のように思い込み、拒絶を受

けると自分自身が駄目なのだと落ち込みました。命の

期限を突きつけられている感覚が抜けず、焦って失敗

したことも多々ありました。 

そんな紆余曲折がありながら、少しずつ自分を取り

戻すことが出来たのは、やはり周囲の方々の力添えの

お陰でした。友人、支援団体、同じ病気を持つ当事者

など、多くの方々に支えられて、ようやく元の自分に

戻ることが出来たような気がします。自分が今の状況

で出来ることは何だろう…と考えた時、HIV 陽性者だ

からこそ可能な活動に出会えました。同じ目線で誰か

をサポートをすることが出来るということに、自分が

救われる思いがしました。これもまた巡り合わせであ

り、そうしたチャンスを与えてくださったことに感謝

をしています。やがて HIV/エイズのサポートが私の仕

事となり、一つの生き甲斐にもなりました。一方で時

間の経過と共に自分の中のHIVに対する思いは風化し

て行き、いつしかあまり省みることがなくなっている

ことに気付きました。人前で自分自身のお話をする時、

そこには何度も繰り返し話して来た「経験」を綴った

物語があり、それを読むことで自分の責務を果たして

いるような気になっていました。いつも胸の奥でモヤ

モヤとした何かが蠢いていることに気付かぬ振りをし

ていましたが、近年ようやく向き合うことが出来るよ

うになったと感じます。本当の自分の思い、不安、恐

怖、悲しみ。自分には嘘がつけないという当たり前の

ことを、今ようやく受け入れられた気持ちです。 

HIV/エイズのリアリティを伝えることで、自分のこ

ととして考えるきっかけにして欲しい…それが、私が

HIV 当事者スピーカー活動を行う動機でした。自分自

身から発せられた本当の言葉だからこそ、その思いが

伝わる…上滑りではなく、心からの言葉を伝えること

がどれだけ大切かを改めて思い知っています。 

HIV/エイズはもはや死の病ではなくなりました。治

療の進歩も目覚ましく、長生きが可能な時代になりま

した。ほんの少し生まれる時代が違うだけで、陽性者

の人生は大きく変わってしまうということを思うと、

自分が恵まれているという感謝と共に、先に逝ってし

まった先人の無念を思います。治療が目覚ましい進歩

を見せる一方で、感染を知った人達の心の在り方はそ

う簡単に変わりはしません。悩み、苦しみ、何かを諦

めなくてはいけないと思うのです。病が原因で亡くな

る人は激減しましたが、未だに命を諦めてしまう人が

いることも忘れないで欲しいと願います。 

人は歳を取ります。時間の経過と共に培われて行く

ものがある反面、失われて行くものもあります。今ま

で手元にあって当たり前だったものが消え行くのは寂

しいし、惜しい気持ちにもなります。でも、その分、

今あるものをより大切に思い、慈しむことが出来れば、

もっと幸せに近くなれるような気がします。無くした

ものと得たものを比べながら、損得だけを考えて生き

ることに疲れました。自分らしい生き方を考えた時、

本当に必要なものだけがあればいいのだと気付くと、

縛られていたような気持ちから解放され楽になるよう

に感じます。幸福は、意外とシンプルなもので作られ

ているように思います。それに気付くか気付かないか

で、人生の充実度にも差が付いてしまうのではないか

と感じます。 

この世に生を受けた意義について良く考えます。何

のために生まれて来たのかについて思いを巡らせます。

明確な答えはありませんが、自分が為すべきだと感じ

るものに尽力することで、いずれ結論に思い至るのか

も知れません。一度は諦めかけたこの命、真実に殉じ

たいと思っております。 

とかく生き辛さを感じる人が多いと言われる現世、

HIV/エイズの問題がそれを解決するヒントの一つにな

るのではないかと期待します。人に言いづらいこと、

誰にでもは言えないことはどんな人の胸の内にもある

と思います。HIV/エイズもそんなものの一つです。だ

から、HIV/エイズを持つ人々が生きやすいと感じる世

の中は、それ以外の何かを抱えている人も生きやすい

世界だと思うのです。誰もが安心して暮らせる社会の

実現は、そう容易いものではありません。しかし人の

気持ちに寄り添うことで、近付けることは可能なので

はないかと思います。最初から大きく考えるのではな

く、すぐ隣の人、寄り添い合える人との関係から始め

られればと思うのです。自己と他者との相違を知った

上で、お互いに歩み寄ることが出来れば、この世の争

いごとは無くなるというのは言い過ぎかも知れません。
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でも、目指したいと思うし、目指さなければならない

と思います。 

この度、ご縁があって教会でお話をさせて頂くとい

う機会を頂戴しました。信者ではない私が、あのよう

な形でお話させて頂けるとは思ってもおらず、非常に

尊い経験だったと思います。自分の中から自然に出て

来るものをそのまま言葉にしました。多少でも聴いて

くださった皆様に届いていればとても嬉しく思います。 

先日、長年の友人が天に召されました。身近な人の

死は、遺された人に後悔を抱かせます。もっと何かし

てあげられなかったか、と。私もいずれそこに向かい

ますが、その時に自分自身だけではなく、周囲の方々

にも思い残すことがないような生き方が出来たらと思

っております。 

HIVを持っている人も、持っていない人も、そして

どちらか分からない人も、既に同じ社会に生きていま

す。これからも生き続けて行きます。ウィルスの存在

が、人の尊厳を脅かすことのない世の中になりますよ

うに。そして、皆様により多くの幸せが訪れますよう

に。

 

桃山学院教育大学 学長 梶田叡一様 

 

桃山学院教育大学入学式での君が代斉唱の中止を求める要望書 

 

貴殿が就任された 2018年度以来、桃山学院教育大学の入学式において日の丸掲揚と君が代斉唱

が行われていることを知りました。日本聖公会東京教区 正義と平和協議会、人権委員会は2020

年の卒入学式における君が代斉唱を中止していただくよう、強く要望いたします。 

 桃山学院教育大学の母体である桃山学院は日本聖公会や世界の聖公会との深いつながりの中

で、その祈りと精神を大切にしながら今日を迎えておられると認識しています。 

 日本聖公会は、1996年の第49（定期）総会で「聖公会の戦争責任に関する宣言」を決議し、

2000年の第 52（定期）総会において、「国旗『日の丸』、国家『君が代』の強制の反対を政府に

要望する件」を採択し、教団として日の丸、君が代の強制に反対する態度を明らかにしています。 

 また、東京教区でも当時の東京都教育委員会が卒・入学式において行った強制に対して、2008

年 11月に「日の丸・君が代」強制の即時中止を求める声明を採択しました。 

その決議は、「『日の丸』は、アジアの国々を侵略し、植民地化する『大日本帝国』のシンボルで

あり、『君が代』は、『神聖不可侵』な天皇の統治する『御代』が永遠に続き、栄えることを祈願

する歌であって、その法制化は戦後日本の基本的理念である主権在民、基本的人権、民主主義に

は到底なじまない」ことを指摘し、日の丸、君が代の強制の動きが「人間にとって最も大切な内

心の自由、すなわち個人の思想・良心・信教の自由を侵し、ないがしろにするものである」とし

て強く反対し、その後も一貫してその姿勢を貫いて参りました。 

 かって、キリスト者は軍国主義国家による弾圧を受け、自らの礼拝ですら「国家儀礼」の名の

もとに「日の丸・君が代」の強制をされました。キリスト教の礼拝は唯一神・イエスキリストへ

の祈りです。人間宣言にも関わらずかつての神格・神道を色濃く残す「天皇」を讃える「君が代」

は礼拝・そして礼拝の形式を取る儀式には取り入られるべきものではありません。桃山学院教育

大学も、この精神を共有されていると考えますが、貴殿の着任により国家(文科省)の教育支配が

進んでいることを危惧します。 

 上記の理由から、来たる桃山学院教育大学の卒・入学式における君が代斉唱を中止されるよう、

強く要望いたします。 

                                    2020年 2月 28日 

                       日本聖公会東京教区 正義と平和協議会 

人権委員会  
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